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　今回の表紙は、南町の桜並木を上空から撮影し

た写真です。桜並木の遊歩道が、まるでどこまで

も続いているように感じられ、雄大な景観に心が

癒されます。今年もまもなく桜の季節が訪れます

ので、ぜひ、皆さんも自然の美しさを楽しみなが

ら、桜並木を散策してみてはいかがでしょうか。
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わらび市議会だより

12
月
定
例
会
の

主
な
議
案
の
内
容

令
和
７
年
12
月
定
例
会

　
令
和
７
年
12
月
定
例
会
は
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
21
日
間
で
行
わ
れ
、
初

日
に
は
市
長
よ
り
市
政
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
28
日
に
は
、
人
事
案
１
件
を
原
案
の
と
お
り
推
薦
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
15
人
の
議
員
が
市
政
の
様
々
な
重
要
課
題
を
取
り
上
げ
、
執
行
部
の

見
解
を
問
い
ま
し
た
（
６
～
13
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
最
終
日
に
は
、
市
長
提
出
議
案
を
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
議
員
提
出

議
案
６
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

♦
消
防
庁
舎
等
改
修
工
事

　
消
防
本
部
庁
舎
に
設
置
す
る
、
自
家
用
発
電

設
備
の
更
新
工
事
に
要
す
る
費
用
で
す
。

♦
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
等
設
置
費
補
助
金

　
第
３
次
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、再
エ
ネ・

省
エ
ネ
の
加
速
化
に
向
け
て
、
地
球
温
暖
化
対

策
設
備
等
設
置
費
補
助
事
業
を
拡
充
し
て
い
ま

す
。
当
初
の
予
定
よ
り
補
助
申
請
が
増
加
し
た

こ
と
に
伴
う
増
額
で
す
。

○
主
な
補
助
対
象
設
備

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
宅
配
ボ
ッ
ク
ス

　
生
ご
み
処
理
機
な
ど

♦
水
路
改
修
工
事
設
計
委
託
料

　
令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
水
路
点
検
に
基
づ

き
、
劣
化
状
況
が
進
行
し
て
い
る
箇
所
の
補
修

工
事
を
行
う
た
め
の
設
計
委
託
料
で
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
、い
わ
ゆ
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

が
創
設
さ
れ
、
令
和
８
年
度
か
ら
全
自
治
体
で

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
児
童
福
祉
法

に
基
づ
き
、
市
が
認
可
す
る
こ
と
と
な
る
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
準
じ
て
定

め
る
も
の
で
す
。

　
一
般
会
計
予
算
を
、
約
３
億
５
０
０
万
円
増

額
す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

蕨
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例

令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

議員提出議案として提案された意見書６件を国に送付
　６件の議員提出議案を全会一致で可決し、国の関係機関等に送付しました。
　二次元コードを読み込むと詳細内容をご覧いただくことができます。

議員提出議案第５号
巨大災害発生に対する対応体
制整備を求める意見書

議員提出議案第８号
太陽光発電設備のリサイクル
推進及び適正な廃棄処理に関
する意見書

議員提出議案第６号
重点支援地方交付金の拡充と
地方自治体への迅速かつ丁寧
な支援を求める意見書

議員提出議案第９号
地方の福祉人材確保の取組に
向けた財政措置を求める意見書

議員提出議案第７号
地方税財源の充実確保を求め
る意見書

議員提出議案第10号
危機的状況にある自治体病院
の存続に向けた財政支援を求
める意見書
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わらび市議会だより

このような理由で

　議案第74号「蕨市水道事業給水条例の一部を改正する条例」は、物価高騰及び埼玉県水道用水の値上
げ等により費用の増加が見込まれ、令和９年度に資金収支不足となる見込みとなったこと等を理由に、水
道料金については平均で9.59％、水道利用分担金については平均で27％の増額改定を行おうとするもの
です。施行期日は、水道料金改正が令和８年４月１日、水道利用分担金改正が令和８年７月１日です。

賛成多数（賛成９人、反対８人※採決に加わらない議長を除く）により

原案可決

わらび未来の会
　県水の値上げ、また、昨今の様々な面で
の物価高騰を受け、令和９年度には資金シ
ョートするという理由から、今回の値上げ
には理解を示す。しかし、本改定案は将来
の水道事業の安定と安全を担保するもので
はなく、問題を先送りにする、極めて近視
眼的な内容である。仮に、この資金計画で
進めた場合でも、令和12年度には資金シ
ョートするであろう。最低限度の黒字を出
せるということだが、内部留保資金に頼る
ことで、見かけ上の負担を抑えるやり方は、
将来世代への負担の先送り、また、不安定
な経営計画ではないか。令和12年度にお
いても資金ショートをさせないための最低
限度の値上げをすることが私たちの考える
安定経営である。独立採算制である水道事
業は、将来にわたる設備の更新財源を自ら
確保し、持続可能な経営を行う責任がある。
昨今の物価高騰に対する市民生活や企業へ
の影響を考慮するということは言うまでも
ないが、一般会計による福祉政策で行うべ
きであり、水道事業の安定化とは別で考え
るべきだ。

公明党
　市民生活を支える重要な社会インフラで
ある水道を将来にわたり安定して維持する
ために、今回の改定は不可避である。改定
案では、３年後に再度の見直しを行うとい
う段階的方式を取っており、急激な負担増
を避けつつ、必要な財源を確保する仕組み
を整えている。市民生活と水道事業の将来
を同時に守る姿勢であり、責任ある行政運
営として妥当かつ適切だと考える。

日本共産党
　物価高騰や県水の値上げ等への対応とし
て必要な財政基盤を確保し、市民生活等へ
の影響を最大限配慮した判断は評価できる。
また、３年間の算定期間を設定し見直すこ
とは、水道事業経営の在り方や市民負担を
考える上で必要である。水道インフラの維
持管理等の対策の重要性を認識し水道事業
経営に生かす必要があり、議会の議論を通
して明確な方向性が示されていると考える。

無所属（榎本議員）
　物価高により市民生活が苦しい状況での
値上げは理解できない。一般会計からの繰
入れをしても値上げせず踏ん張る時期だ。

日本維新の会
　最小限の引上げをするという判断に賛同
する。３年後に再度見直し、水道事業に大き
な影響が出ないよう慎重な決断を要望する。

新翔会
　市民生活に直結する問題である。今回の
提案は水道事業の独立性が担保されており、
反対する理由がない。

賛成しました 反対しました

議案第74号

蕨
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

反対
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わらび市議会だより

令和７年12月定例会における議案等に対する賛否結果
議案番号 議案名 わらび

未来の会
日本

共産党 公明党 新翔会 無所属
（榎本議員） 

無所属
（宮下議員） 

日本維
新の会 結果

議案第66号 蕨市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関す
る条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第67号 蕨市特定乳児等通園支援事業の運営の基準に関する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第68号 蕨市公共下水道事業の設置等に関する条例等の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第69号

蕨市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条
例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第70号 蕨市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第71号 蕨市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に
関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第72号 蕨市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第73号 蕨市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営の基準に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第74号 蕨市水道事業給水条例の一部を改正する条例 × ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案第75号 蕨市水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者の資
格基準等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第76号 令和７年度蕨市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第77号 令和７年度蕨市国民健康保険特別会計補正予算（第１
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第78号 令和７年度蕨市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第79号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ※1
下記参照 ○ ○ ○ ○ ○ 推　　薦

議案第80号 工事請負契約の締結について（（仮称）蕨市立西公民
館等複合施設建設工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第81号 財産の処分について（旧蕨市立信濃わらび山荘） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第82号 蕨市民会館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第83号 蕨市総合社会福祉センター内社会福祉施設の指定管理
者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第84号 蕨市立文化ホールくるる及び蕨市立旭町公民館の指定
管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第85号 蕨市民体育館及び蕨市プールの指定管理者の指定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 5 号 巨大災害発生に対する対応体制整備を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 6 号

重点支援地方交付金の拡充と地方自治体への迅速かつ
丁寧な支援を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 7 号 地方税財源の充実確保を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 8 号

太陽光発電設備のリサイクル推進及び適正な廃棄処理
に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 9 号

地方の福祉人材確保の取組に向けた財政措置を求める
意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第10号

危機的状況にある自治体病院の存続に向けた財政支援
を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

※１　日本共産党３名のうち、武下議員「欠席」、左記１名を除いた２名の議員「〇」
※２�　議案第74号については質疑が、議案第74号、議員提出議案第10号については討論が行われました。質疑・討論の詳細な内容は蕨

市ホームページ「蕨市議会」の「録画放映」からご覧になることができます。
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わらび市議会だより

※１　無所属（宮下議員）「欠席」
※２�　議案第１・３号については質疑が、議案第１号、議員提出議案第１号については討論が行われました。質疑・討論の詳細内容は蕨

市ホームページ「蕨市議会」の「録画放映」からご覧になることができます。

◆
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
金

　
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
０
歳
か
ら
高

校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
に
２
万
円

を
支
給
し
ま
す
。
児
童
手
当
の
支
給
世
帯
に
対
し

て
は
、
１
月
29
日
に
プ
ッ
シ
ュ
型
で
支
給
を
行
い
、

そ
の
他
の
対
象
世
帯
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
基
づ

き
、
順
次
支
給
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
織
り
な
す
ク
ー
ポ
ン
第
３
弾

　
全
市
民
に
１
人
７
０
０
０
円
の
暮
ら
し
応
援
券

を
紙
の
ク
ー
ポ
ン
券
方
式
で
支
給
し
ま
す
。
全
取

扱
店
で
利
用
で
き
る
共
通
ク
ー
ポ
ン
が
５
０
０
０

円
分
、
大
型
店
以
外
で
利

用
で
き
る
専
用
ク
ー
ポ
ン

が
２
０
０
０
円
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。
取
扱
店
舗
は

４
５
０
店
舗
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
蕨
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
職

員
等
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
に

準
じ
、
議
員
の
期
末
手
当
支
給
月
数
を
年
間
4.6
月

か
ら
４・65
月
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、わ
ら
び

未
来
の
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

次
の
５
件
の
討
論
が
な
さ
れ
、採
決
の
結
果
、賛
成

10
人・反
対
６
人
に
よ
り
原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成　
公
明
党

　
本
案
は
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
等
の
給
与

改
定
に
伴
い
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
改
定
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
民
間
で

は
賃
上
げ
が
見
ら
れ
る
一
方
、中
小・零
細
企
業
で

は
、
賢
明
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
公
務
に
携
わ
る
者

の
処
遇
を
民
間
水
準
に
見
合
う
よ
う
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
、
特

別
職
及
び
一
般
職
と
の
均
衡
、
公
平
性
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
の
現
状
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
説
明
責
任
と
自
己
規
律
を
も

っ
て
判
断
し
て
い
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
多
様
な
世
代
が
議
会
に
参
画
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
観
点
か
ら
も
、
理
解
が
得

ら
れ
る
改
定
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

反
対　
日
本
共
産
党

　
こ
の
間
の
社
会
経
済
状
況
を
受
け
て
、
最
低
賃

金
や
給
与
の
引
き
上
げ
を
は
じ
め
、
国
民
の
所
得

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
持
つ
こ
と
は

こ
れ
ま
で
も
発
言
し
て
き
た
。
し
か
し
、
議
員
報

酬
に
関
わ
る
判
断
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
で
多

面
的
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
市
民
の

所
得
状
況
等
を
見
れ
ば
、
議
員
報
酬
等
の
引
き
上

げ
を
行
う
状
況
で
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
、

執
行
部
か
ら
の
同
趣
旨
の
提
案
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
議
員
間
で
よ
り
慎
重
な
議
論
が
必
要
と
の
立

場
か
ら
、
採
決
で
は
退
席
を
し
て
き
た
が
、
本
案

に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
状
況
及
び
議
員
間
で
一

致
に
至
っ
て
い
な
い
議
論
状
況
の
両
面
か
ら
判
断

し
、
議
員
か
ら
引
き
上
げ
を
求
め
る
状
況
に
は
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対　
新
翔
会

　
昨
年
12
月
議
会
で
、
市
民
の
皆
様
に
水
道
料
金

の
更
な
る
増
額
を
お
願
い
し
た
ば
か
り
。
そ
の
直

後
に
議
員
自
ら
の
手
取
り
を
増
額
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
。
議
員
定
数
削
減
も
含

め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

反
対　
無
所
属
（
榎
本
議
員
）

　
市
民
の
意
見
も
有
識
者
等
の
意
見
も
聞
か
ず
、

議
員
自
身
が
提
案
し
、
期
末
手
当
を
自
分
た
ち
だ

け
で
上
げ
て
よ
い
の
か
。
ま
す
ま
す
政
治
不
信
が

広
が
る
だ
ろ
う
。
本
当
に
よ
い
か
議
員
一
人
一
人

が
考
え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
願
い
、
反
対
す
る
。

反
対　
日
本
維
新
の
会

　
日
々
節
約
し
て
生
活
が
苦
し
い
中
で
、
市
民
は

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
我
々
議
員
の
給
与
の
引
き
上
げ
は
行
わ
ず
、

据
え
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、

反
対
す
る
。

１
月
臨
時
会
の
主
な
議
案
の
内
容

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
））

議
員
提
出
議
案
第
１
号

蕨
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

令
和
８
年
１
月
臨
時
会

　
令
和
８
年
１
月
臨
時
会
は
１
月
20
日
に

開
催
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案
５
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
追
加
提

案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

令和８年１月臨時会における議案等に対する賛否結果
議案番号 議案名 わらび

未来の会
日本

共産党 公明党 新翔会 無所属
（榎本議員） 

無所属
（宮下議員） 

日本維
新の会 結果

議案第 1 号 市長及び副市長の諸給与支給条例及び蕨市教育委員会
教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 × × － × 原案可決

議案第 2 号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 原案可決
議案第 3 号 令和７年度蕨市一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 － × 原案可決

議案第 4 号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度蕨
市一般会計補正予算（第６号）） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 承　　認

議案第 5 号 令和７年度蕨市一般会計補正予算（第８号） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 原案可決
議員提出議案
第 1 号

蕨市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例 〇 × 〇 × × － × 原案可決
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議
員
ふ
れ
あ
い
収
集
の
対
象
者

の
拡
充
に
つ
い
て
、
高
齢
者
以
外

に
も
一
時
的
な
け
が
や
病
気
等
、

限
定
的
な
期
間
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
仕
組
み
等
を
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
短
期
利
用
等
、

ど
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
対
象
者
の
拡
充
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
戸
別
収
集
を
実
施
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
ご
み
の
分
別
化
、

減
量
化
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管

理
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
、
市

民
側
と
行
政
側
の
両
面
か
ら
の
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
と
考
え
る
。

議
員
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
や
集
積
所
の
確
保
・
管
理
が
困

難
な
地
区
等
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
所
を
限
定
し
た
上
で
、
戸

別
収
集
を
試
行
的
に
実
施
し
、
効

果
や
課
題
等
を
検
証
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長
試
行
に
も
多
く

の
人
や
車
が
必
要
に
な
る
等
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
住

宅
環
境
等
も
十
分
に
精
査
し
て
い

庄
　
野
　
航
　
二
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

しょうの　こうじ

将
来
を
見
据
え
た

ご
み
戸
別
収
集
の
検
討
を

録画配信

き
た
い
。

議
員
今
す
ぐ
戸
別
収
集
を
導
入

す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
し
て
も
、

最
終
的
に
は
全
戸
戸
別
収
集
を
目

指
す
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

議
員
ふ
る
さ
と
納
税
の
リ
ピ
ー

ト
に
つ
な
が
る
返
礼
品
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
方
向
性
は
あ
る
か
。

総
務
部
長
消
耗
品
型
や
定
期
便

型
を
事
業
者
に
提
案
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
に
つ
い
て
は
市
内
に
所
在

す
る
施
設
が
あ
る
た
め
、
体
験
型

の
返
礼
品
と
し
て
、
市
内
事
業
者

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
、
新
た
な
返
礼
品

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

議
員
ほ
か
に
も
、
返
礼
品
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
使
い
道
を
明
確

に
し
た
応
援
型
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え

て
き
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
取
り

組
み
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
。

議
員
本
市
で
は
、
旧
耐
震
基
準

住
宅
を
対
象
に
、
無
料
簡
易
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
い
る
が
、
対
象

拡
大
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長
市
内
の
旧
耐
震

基
準
住
宅
の
改
善
の
状
況
、
ま
た
、

関
係
職
員
の
体
制
等
も
勘
案
す
る

と
と
も
に
、
近
隣
市
の
動
向
等
を

見
極
め
な
が
ら
検
討
す
る
。

議
員
耐
震
改
修
は
費
用
負
担
に

よ
り
断
念
す
る
方
も
多
い
の
で
、

補
助
金
額
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

あ
わ
せ
て
、
耐
震
診
断
を
そ
の
場

で
受
け
付
け
る
出
前
窓
口
や
、
耐

震
診
断
を
行
う
建
築
士
の
派
遣
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
も
要
望
す
る
。

住
宅
耐
震
化
事
業
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
へ
の

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市政を問う！

一 般 質 問一 般 質 問

燃えるゴミ燃えるゴ
ミ燃えるゴミ燃えるゴミ

家庭ごみステーション

議　長
大石　圭子

副議長
古川　　歩

　12月定例会では、10・

11・12日の３日間で15人

の議員が市政に対する一般

質問を行いました。

全戸戸別収集の実現を
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議
員
マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
持
し

て
い
な
い
方
と
の
公
平
性
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
か
。

消
防
長
今
ま
で
ど
お
り
聞
き
取

り
等
で
情
報
収
集
を
し
た
り
、
傷

病
者
の
状
態
を
救
急
隊
が
観
察
し

な
が
ら
救
急
活
動
を
実
施
す
る
た

め
、
原
則
と
し
て
は
不
利
益
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
。

議
員
マ
イ
ナ
保
険
証
、
マ
イ
ナ

救
急
の
普
及
が
さ
ら
な
る
市
民
の

安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

議
員
現
在
、
体
力
測
定
を
行
う

か
ら
だ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
会
等
、
身

体
機
能
を
把
握
す
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
お
り
、

今
後
、
こ
の
よ

う
な
機
会
の
充

実
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
男
性
の

参
加
率
向
上
の

た
め
、
ど
の
よ

う
な
検
討
を
さ

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
市
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
増
員
が
盛
り
込
ま
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
４
名
に
加
え
、
市
独
自
に

１
名
を
雇
用
し
、
現
在
は
５
名
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
て
い
る
。

議
員
相
談
が
増
え
た
こ
と
に
対

す
る
具
体
的
な
対
応
策
は
。

教
育
長
相
談
支
援
体
制
強
化
、

教
職
員
の
専
門
性
向
上
、
不
安
や

悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
へ
の
支
援

の
３
つ
の
側
面
か
ら
効
果
的
な
支

援
策
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
発
達
に
不
安
の
あ
る
全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
、
個
別
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
質
の
高
い
安
定
し
た

支
援
を
公
平
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

計
画
的
か
つ
継
続
的
な
政
策
を
実

施
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

議
員
蕨
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
伴

う
進
捗
状
況
、
及
び
計
画
を
進
め

る
上
で
の
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
本
計
画
で
新
た
に
定

め
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

議
員
令
和
７
年
10
月
か
ら
、
予

備
車
を
除
く
全
て
の
救
急
車
に
マ

イ
ナ
保
険
証
の
読
み
取
り
端
末
が

試
行
的
に
導
入
さ
れ
、
実
証
事
業

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
運
用
状
況

及
び
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

消
防
長
10
月
及
び
11
月
の
救
急

搬
送
人
数
６
０
８
人
の
う
ち
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
所
持
者
か
ら
同
意

が
得
ら
れ
た
人
数
は
１
６
０
人
、

照
会
で
き
た
人
数
は
１
０
０
人
。

正
確
な
医
療
情
報
を
入
手
す
る
こ

と
で
、
よ
り
適
切
な
応
急
処
置
や

医
療
機
関
の
選
定
が
可
能
と
な
っ

た
。
マ
イ
ナ
救
急
の
認
知
度
向
上

が
課
題
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
も

周
知
・
啓
発
に
努
め
て
き
て
お
り
、

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

広
報
の
充
実
に
努
め
る
。

議
員
本
市
で
は
、
近
年
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
が
図

ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

の
背
景
に
は
発
達
障
害
や
不
登
校
、

そ
の
他
児
童
・
生
徒
の
抱
え
る
心

の
問
題
の
増
加
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

増
員
の
具
体
的
な
理
由
と
、
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長
不
登
校
や
問
題
行
動
、

い
じ
め
と
い
っ
た
様
々
な
課
題
に

悩
む
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
か
ら

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
理

れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
開
催
場
所
や
回

数
等
に
つ
い
て
充
実
に
向
け
た
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。
男
性
に
も

よ
り
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

内
容
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
講

座
名
の
工
夫
等
も
併
せ
た
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
男
性
の
参
加
者
拡
大
や
地

域
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と

の
連
携
等
、
よ
り
参
加
し
や
す
く
、

効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

よ
る
福
祉
保
健
・
消
防
部
門
の
デ

ジ
タ
ル
連
携
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
か
。

消
防
長
デ
ジ
タ
ル
連
携
に
よ
る

情
報
共
有
の
迅
速
さ
や
事
務
効
率

の
向
上
等
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
技
術
的
要

件
や
費
用
対
効
果
等
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
部
局
と
意
見

交
換
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
今
後
も
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
救
急
、
福
祉
、
保

健
の
連
携
と
Ｄ
Ｘ
推
進
が
着
実
に

進
展
す
る
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。

本
年
度
に
お
い
て
、
母
子
健
康
手

帳
ア
プ
リ
「
わ
ら
べ
び
」、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
災
害
救
助
用

ド
ロ
ー
ン
、
文
書
生
成
Ａ
Ｉ
等
、

７
業
務
を
実
施
し
、
市
民
の
利
便

性
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を

推
進
し
て
い
る
。
課
題
に
つ
い
て

は
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
多
額
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の

た
め
の
人
材
育
成
等
と
考
え
る
。

議
員
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門
職
員
を
市

職
員
と
し
て
採
用
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長
他
の
自
治
体
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門
職
員
を
採
用

し
、
業
務
の
効
率
化
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
事
例
が
あ
る
一
方
、
人

材
の
確
保
や
役
割
分
担
等
が
課
題

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
先
進
市
の
状
況
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
本
市
で
も
ぜ
ひ
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

ほ
か
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
普

及
・
啓
発
及
び
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

構
築
」
に
つ
い
て
質
問
。

高
齢
者
福
祉
施
策
の
推
進
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

市
Ｈ
Ｐ
よ
り

栃
本
　
よ
し
か
ね
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

とちもと　よしかね

マ
イ
ナ
救
急
の
運
用
状
況
及
び
マ
イ
ナ

保
険
証
の
普
及・活
用
に
つ
い
て

録画配信

個別のニーズに応じた質の高い支援を

岡
　
田
　
み
き
お
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

おかだ　みきお

発
達
に
不
安
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の

支
援
体
制
と
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

録画配信
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ス
と
同
様
に
定
期
テ
ス
ト
や
進
路

指
導
に
も
対
応
し
て
い
る
。

議
員
昨
年
度
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
ル
ー
ム
と
比
較
し
、
参
加

人
数
及
び
出
席
率
が
向
上
し
て
お

り
、
効
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
る
。

相
談
員
、
担
任
等
、
い
ろ
い
ろ
な

方
と
も
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち

を
支
え
て
ほ
し
い
。

議
員
教
育
施
設
の
改
修
計
画
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
部
長
他
の
公
共
施
設
と
同

様
に
、
市
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
及
び
個
別
施
設
計
画
に
お

い
て
長
寿
命
化
の
方
針
等
が
示
さ

議
員
防
災
情
報
の
伝
達
手
段
と

し
て
音
声
コ
ー
ド
を
活
用
し
た

「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

ア
プ
リ
を
早
期
に
導
入
し
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
防
災
・
減
災
体

制
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
本
ア
プ
リ
は
、

外
出
先
等
で
も
防
災
情
報
を
音
声

で
確
認
で
き
る
た
め
、
視
覚
障
害

者
に
と
っ
て
大
変
有
用
な
も
の
で

あ
る
。
利
用
に
は
県
に
よ
る
一
括

導
入
が
要
件
と
な
る
こ
と
か
ら
、

県
に
対
し
て
、
導
入
の
検
討
を
要

望
し
て
い
る
。

議
員
災
害
時
や
緊
急
時
に
お
け

る
障
害
者
の
避
難
体
制
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
障
害
者
や
要
介

護
認
定
者
等
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
々
の
避
難
を
支
援
す
る
た

め
、
地
域
と
の
協
働
で
個
別
計
画

書
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
支
援

が
必
要
な
方
に
積
極
的
に
登
録
い

た
だ
く
た
め
、
制
度
の
周
知
に
努

め
て
い
く
。

議
員
災
害
弱
者
へ
の
避
難
計
画

は
担
当
課
だ
け
で
は
な
く
、福
祉・

医
療
の
連
携
等
、
地
域
住
民
の
協

議
員
小
・
中
学
校
の
照
明
機
器

に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
部
長
蛍
光
灯
の
製
造
終
了

等
の
社
会
的
な
動
向
を
鑑
み
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
早
期
に
着
手
で

き
る
よ
う
に
、
実
施
方
法
、
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
い
る
。

議
員
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
電
気
料

金
が
安
く
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

学
校
内
の
校
舎
や
体
育
館
等
を
一

斉
に
取
り
替
え
、
リ
ー
ス
等
も
含

め
て
検
討
し
、
全
校
同
時
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
。

議
員
全
中
学
校
に
開
設
さ
れ
た

エ
ス
タ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
部
長
教
員
免
許
を
有
す
る

エ
ス
タ
専
任
の
教
員
や
支
援
員
が

常
駐
し
て
お
り
、
不
登
校
傾
向
に

あ
る
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
の
確
保
の
ほ
か
、
継
続
的

で
質
の
高
い
支
援
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
社
会
的
自
立
を

支
援
す
る
た
め
に
、
通
常
の
ク
ラ

働
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。
庁
内

の
各
部
署
が
連
携
す
る
体
制
を
整

え
て
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
広

げ
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

議
員
建
設
費
高
騰
や
少
子
高
齢

化
、
将
来
へ
の
財
政
負
担
を
踏
ま

え
て
、
病
院
建
替
え
に
は
規
模
縮

小
等
の
検
討
が
重
要
と
考
え
る
。

市
長
の
見
解
は
。

市
長
市
立
病
院
は
市
内
で
唯
一

の
救
急
医
療
機
関
で
あ
り
、
災
害

時
に
は
市
民
の
命
、
健
康
を
守
る

役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
建
設
費
の
高
騰
に
対
応
し
た

ロ
ー
コ
ス
ト
化
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
も
含
め

た
検
討
と
、
さ
ら
な
る
経
営
改
革

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
な
病
院
の
建
設
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
本
市
と
し
て
、
中
学
生
を

れ
て
お
り
、
教
育
施
設
に
お
い
て

も
市
の
方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら
適

切
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

簡
易
劣
化
度
調
査
を
実
施
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
実
施
方
法
及

び
活
用
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
各
施
設
の
管
理
者
が

実
施
し
て
お
り
、
調
査
は
自
己
判

断
と
し
て
い
る
。
結
果
は
、
総
合

的
な
施
設
の
管
理
を
計
画
的
に
実

施
す
る
た
め
に
活
用
し
て
い
る
。

議
員
調
査
は
第
三
者
の
公
平
な

基
準
が
な
い
と
判
断
が
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。
専
門
機
関
に
調
査

依
頼
を
検
討
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長
調
査
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
様
々
な
手
法
が
あ
る
の
で
、

ど
の
方
法
で
客
観
的
に
確
認
す
る

の
が
よ
い
か
、
調
査
を
引
き
続
き

行
い
な
が
ら
適
正
に
判
断
し
て
い

き
た
い
。

議
員
早
急
に
専
門
機
関
に
依
頼

し
、
劣
化
度
調
査
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
。

ほ
か
に
「
土
壌
汚
染
調
査
」「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
つ
い

て
質
問
。

は
じ
め
と
す
る
若
い
世
代
を
地
域

防
災
の
担
い
手
・
リ
ー
ダ
ー
候
補

と
し
て
育
成
す
る
に
あ
た
り
、
世

代
間
交
流
に
よ
る
防
災
啓
発
の
視

点
も
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
や
支
援
策
を
整
え
て
い
く

考
え
か
。

市
民
生
活
部
長
防
災
大
学
校
が

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
大
き
な
役

割
に
な
っ
て
い
る
。
学
生
に
と
っ

て
参
加
が
厳
し
い
時
間
帯
に
開
催

さ
れ
る
た
め
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参

加
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
周
知
し

て
い
き
た
い
。

議
員
こ
の
取
り
組
み
が
進
め
ば

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
今
後
も
推

進
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

ｅ-

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ（
エ
ス
タ
）

活
用
の
効
果
に
つ
い
て

簡
易
劣
化
度
調
査
に
つ
い
て

蕨
市
立
病
院
整
備
事
業

に
つ
い
て

中
学
生
の
防
災
教
育
の

充
実
に
つ
い
て

若い力が地域を支える

市内小・中学校の校舎・体育館等の
照明設備は令和８年度より
順次LED化を進める予定

矢
　
嶋
　
聡
　
子
　
議
員
（
公
明
党
）

やじま　さとこ

災
害
弱
者
に
つ
い
て

録画配信

比
　
企
　
孝
　
司
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

ひき　こうじ

学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の

具
体
的
な
進
展
に
つ
い
て

録画配信
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総
務
部
長
重
点
支
援
地
方
交
付

金
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
財
源

な
ど
も
勘
案
し
て
対
策
を
検
討
。

市
長
実
質
賃
金
10
か
月
連
続
マ

イ
ナ
ス
、
年
金
等
は
物
価
ス
ラ
イ

ド
分
ま
で
上
が
ら
な
い
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
で
影
響
を
受
け
厳
し

い
生
活
と
認
識
。
こ
れ
ま
で
４
回

の
独
自
対
策
で
、
織
り
な
す
ク
ー

ポ
ン
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ポ
イ
ン
ト

還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
水
道
基
本

料
金
４
か
月
無
料
化
、
給
食
費
の

無
償
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

現
在
も
、
独
自
補
助
で
の
給
食
費

据
え
置
き
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ

ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
を
実
施
し
効

果
を
発
揮
。
さ
ら
な
る
対
策
は
、

国
の
交
付
金
も
最
大
限
活
用
し
な

が
ら
、
幅
広
く
家
計
を
応
援
し
市

内
事
業
所
の
売
り
上
げ
拡
大
に
つ

な
が
る
観
点
で
最
大
限
努
力
す
る
。

議
員
修
学
旅
行
費
用
の
補
助
な

ど
、
教
育
に
関
す
る
負
担
軽
減
策

を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
部
長
就
学
援
助
制
度
に
基

づ
き
認
定
を
受
け
た
家
庭
に
は
修

学
旅
行
費
を
含
む
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
る
他
、
学
校
給
食
の

議
員
厚
生
労
働
省
が
自
治
体
向

け
に
新
指
針
を
策
定
し
、
支
援
を

大
幅
に
見
直
し
対
象
を
広
げ
た
が
、

本
市
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
お
い

て
、
新
指
針
と
の
整
合
性
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
蕨
市
生
活
自
立

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
相

談
に
応
じ
、
関
係
部
署
が
連
携
し

て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
糸
ぐ
る
ま
や

南
部
保
健
所
、
埼
玉
県
の
ひ
き
こ

も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関

係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
地

域
に
お
け
る
総
合
的
な
支
援
に
よ

り
、
指
針
と
の
整
合
性
を
確
保
し

て
い
る
。

議
員
市
独
自
の
常
設
相
談
窓
口

や
専
門
職
配
置
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
蕨
市
生
活
自
立

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
常
設
で
は

あ
る
が
、
ひ
き
こ
も
り
に
特
化
し

て
い
な
い
。
専
門
的
な
相
談
は
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現
状
の
体

制
を
維
持
し
つ
つ
、
支
援
の
充
実

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
生

活
や
市
内
事
業
者
へ
の
影
響
に
つ

い
て
の
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
物
価
の
上
昇
に
賃
金

の
伸
び
が
追
い
付
か
ず
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

市
民
生
活
部
長
中
小
・
小
規
模

事
業
者
が
多
い
市
内
事
業
者
に
は

コ
ス
ト
増
や
価
格
転
嫁
の
難
し
さ

な
ど
の
影
響
。
県
商
工
会
議
所
連

合
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
市
内

事
業
者
の
約
９
割
が
影
響
を
受
け

て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。

議
員
本
市
が
行
う
物
価
高
騰
対

策
の
意
義
及
び
検
討
に
あ
た
っ
て

の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

議
員
孤
立
を
防
止
す
る
た
め
、

家
族
会
や
当
事
者
会
を
市
が
支
援

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
市
内
に
は
家
族

会
や
当
事
者
会
は
な
い
が
、
市
の

関
係
部
署
や
南
部
保
健
所
等
の
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
ひ
き

こ
も
り
当
事
者
や
家
族
の
相
談
支

援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
家
族
も
支
援
の
対
象
と
い

う
視
点
で
、
相
談
機
関
に
つ
な
が

る
よ
う
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
支
援
に
繋
が
ら
な
い
方
の
把
握

の
た
め
に
、
実
態
調
査
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
先
進
自
治
体
の

取
り
組
み
や
、
近
隣
市
の
動
向
等

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

調
査
も
含
め
た
有
効
な
実

態
把
握
の
方
策
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

議
員
他
自
治
体
で
は
、

子
ど
も
・
若
者
調
査
と
市

民
生
活
調
査
を
組
み
合
わ

せ
て
、
ひ
き
こ
も
り
の
実

態
を
調
査
し
て
い
る
。
本

市
に
も
実
態
調
査
の
実
施

第
２
子
以
降
無
償
化
、
デ
ジ
タ
ル

ド
リ
ル
購
入
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
に
つ

い
て
は
財
源
確
保
な
ど
が
課
題
。

議
員
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す

る
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
広
域
化
か
ら
３

回
の
税
率
改
定
を
行
っ
た
が
、
県

の
標
準
保
険
税
率
か
ら
推
計
さ
れ

る
必
要
保
険
税
調
定
額
と
の
乖
離

が
見
込
ま
れ
、
来
年
度
は
さ
ら
に

不
足
率
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
高

い
。
税
率
改
定
に
つ
い
て
は
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
慎
重
に

審
議
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

議
員
国
民
健
康
保
険
税
は
、
据

え
置
き
を
含
め
て
市
民
負
担
を
最

小
限
と
す
る
よ
う
に
検
討
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

更
新
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
見
据
え
、

資
格
確
認
書
を
全
て
の
被
保
険
者

に
交
付
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
本

市
で
も
実
施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

ほ
か
に
「
生
活
保
護
に
関
す
る

課
題
」
に
つ
い
て
質
問
。

を
要
望
す
る
。

議
員
「
バ
イ
ク
置
き
場
が
分
か

り
に
く
い
」「
駐
輪
場
出
入
口
の

段
差
が
危
な
い
」
等
の
声
が
あ
り
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
整
備
を
お

願
い
し
た
い
が
、
ど
う
か
。

総
務
部
長
バ
イ
ク
置
き
場
に
つ

い
て
は
、
案
内
の
サ
イ
ン
を
増
設

し
、
周
知
を
強
化
し
て
き
た
。
よ

り
分
か
り
や
す
い
案
内
と
な
る
よ

う
、
今
後
も
サ
イ
ン
の
設
置
等
に

よ
り
対
応
し
て
い
く
。
駐
輪
場
に

つ
い
て
も
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
る
。

誰もが分かりやすい案内を

市民生活を応援し市内業者を励ます
物価高騰対策を

本
　
田
　
て
い
子
　
議
員
（
公
明
党
）

ほんだ　ていこ

「
自
律
」
を
目
指
す

ひ
き
こ
も
り
支
援

録画配信

市
役
所
の
バ
イ
ク
置
き
場・

駐
輪
場
の
再
整
備バイク置場

鈴
　
木
　
　
　
智
　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

すずき　さとし

暮
ら
し
や
営
業
を
支
え
る

物
価
高
騰
対
策
を

録画配信

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
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議
員
私
も
一
緒
に
、
問
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
多
文
化
共
生
を
進
め
る
に
当
た

り
市
長
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
日
本
の
文
化
や
ル
ー
ル
、

生
活
習
慣
を
き
ち
ん
と
伝
え
、
理

解
し
て
も
ら
い
、
守
っ
て
も
ら
う

努
力
が
大
事
。
そ
の
上
で
、
個
別

具
体
的
な
問
題
を
し
っ
か
り
解
決

し
て
い
く
こ
と
で
、
み
ん
な
が
気

持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
多
文
化
共
生

の
よ
り
よ
い
姿
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

議
員
蕨
駅
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
に
伴
い
、
集
客
増
が
期

待
さ
れ
る
一
方
、
地
価
や
賃
料
の

上
昇
も
見
込
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
変
化
を
踏

ま
え
、
期
待
さ
れ
る

効
果
、
既
存
周
辺
店

へ
の
影
響
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

都
市
整
備
部
長
駅

前
を
行
き
来
す
る
人

議
員
令
和
７
年
３
月
定
例
会
の

代
表
質
問
で
も
取
り
上
げ
た
が
、

外
国
人
住
民
が
家
の
敷
地
内
で
野

菜
等
を
販
売
し
、
買
い
物
客
が
止

め
た
自
転
車
や
自
動
車
に
よ
っ
て
、

通
行
人
が
通
り
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
。市
で
も
駐
車
禁
止
等
の
周
知・

啓
発
を
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
、
運
営
し
て
い
る
方
も
、

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
気
を
つ

け
な
が
ら
販
売
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
未
だ
解
決
し
て
い
な
い
。

学
生
や
高
齢
者
が
多
く
通
る
こ
と

か
ら
、
安
全
上
の
対
策
等
と
い
っ

た
周
囲
へ
の
配
慮
を
、
も
う
一
歩

踏
み
込
ん
だ
指
導
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
場
所
が
川
口
市

と
の
市
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
川

口
市
や
川
口
警
察
と
も
協
力
し
、

駐
車
禁
止
の
電
柱
マ
ー
ク
を
掲
出

し
て
い
る
が
、
も
う
一
歩
踏
み
込

む
こ
と
へ
の
権
限
は
、
ど
こ
の
所

管
に
も
な
い
こ
と
が
一
番
の
懸
念

で
あ
る
。
今
後
も
、
お
願
い
と
い

う
か
た
ち
に
は
な
る
が
、
解
決
に

向
け
て
探
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

の
増
加
と
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
西
側

に
整
備
さ
れ
る
広
場
で
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
、
活
気
や
に
ぎ
わ
い

が
生
ま
れ
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
歩
行
空
間
の
整
備

に
よ
り
、
回
遊
性
が
高
ま
り
、
新

た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
既
存

の
周
辺
商
店
に
も
新
た
な
集
客
機

会
が
増
加
す
る
等
、
蕨
駅
西
口
駅

前
通
り
整
備
と
の
相
乗
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。

議
員
蕨
駅
前
に
は
個
人
商
店
等

が
残
っ
て
い
て
、
下
町
の
よ
う
な

情
緒
あ
る
と
こ
ろ
が
、
ま
ち
の
魅

力
と
感
じ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

商
店
も
残
し
つ
つ
、
市
外
か
ら
も

人
が
訪
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ほ
し
い
。

議
員
現
在
、
本
市
で
は
蕨
駅
西

口
再
開
発
、
市
立
病
院
建
設
、
蕨

戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
火
災
に
伴
う

負
担
金
等
、
待
っ
た
な
し
の
公
共

事
業
が
重
な
っ
て
お
り
、
令
和
８

年
度
当
初
予
算
を
ど
の
よ
う
に
編

成
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
ど
こ
に

振
り
分
け
、
ど
こ
を
守
る
か
、
市

と
し
て
の
優
先
順
位
と
将
来
の
見

通
し
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な

意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
蕨
市
公
明
党
と
し
て
、

市
長
に
対
し
て
市
民
の
生
活
を
守

る
た
め
、
１
９
５
項
目
の
令
和
８

年
度
予
算
と
重
点
支
援
地
方
交
付

金
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
た
。

　
物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇
の
環

境
下
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
考
え
、

方
針
を
整
理
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長
国
や
地
方
並
び
に
当

市
の
動
向
を
踏
ま
え
、「
市
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
」
や
「『
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
蕨
』将
来
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅱ
」

に
基
づ
く
施
策
の
進
捗
に
向
け
、

計
画
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
自
立
し
た
行
財

政
運
営
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
直
面
す
る
様
々
な
課

題
を
念
頭
に
、
持
続
可
能
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
方

針
を
整
理
し
て
い
る
。

議
員
災
害
時
に
市
役
所
の
電
源

が
失
わ
れ
れ
ば
、
災
害
対
策
本
部

が
稼
働
せ
ず
、
通
信
、
情
報
共
有
、

避
難
所
支
援
、
緊
急
判
断
等
、
行

政
活
動
が
大
幅
に
停
滞
し
て
し
ま

う
。
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
非
常
用
発
電

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
現
状

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
軽
油
に
加
え
、

劣
化
し
な
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
現
在
、
市
庁
舎
に
は
、

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
設

備
を
備
え
、
非
常
用
発
電
機
が
72

時
間
稼
働
で
き
る
よ
う
５
０
０
０

リ
ッ
ト
ル
の
軽
油
を
備
蓄
し
て
い

る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
の

導
入
等
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
更

新
の
際
や
動
力
の
拡
充
が
必
要
な

場
合
に
備
え
、
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。

議
員
Ｂ
Ｃ
Ｐ
改
定
に
お
け
る
燃

料
の
多
重
化
、
避
難
所
へ
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
発
電
機
導
入
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
全
て
の
避
難
所
に
ポ
ー
タ

ブ
ル
型
発
電
機
の
備
蓄
を
進
め
て

い
る
が
、
最
近
は
町
会
、
自
主
防

災
会
で
も
ガ
ス
ボ
ン
ベ
方
式
を
備

蓄
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
多
重
化
と
い
う
視
点
は
重
視

し
て
い
き
た
い
。

議
員
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

ほ
か
に
「
指
定
管
理
者
制
度
」

に
つ
い
て
質
問
。

市
庁
舎
内
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に
お
け

る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

下町情緒が残るぶぎん通り商店会

鈴
　
木
　
慎
乃
助
　
議
員（
日
本
維
新
の
会
）

すずき　しんのすけ

地
域
社
会
に
お
け
る
多
文
化

共
生
の
現
状
に
つ
い
て

録画配信

大
　
石
　
幸
　
一
　
議
員
（
公
明
党
）

おおいし　こういち

令
和
８
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て

録画配信

太陽光パネル
燃料不要
自然エネルギー

復旧が早く
平均5日
長期保存が可能

高出力
既存設備
活用可能

LPガス 軽油

市役所機能を守る非常用電源
情報発信　災害対策本部　避難所支援

本
市
の
産
業
の
現
状
と

未
来
に
つ
い
て
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た
だ
き
た
い
。

議
員
本
市
は
今
、
市
立
病
院
や

公
民
館
等
の
複
合
施
設
の
建
設
、

焼
却
炉
の
火
災
等
、
一
般
会
計
は

潤
沢
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

水
道
事
業
は
独
立
採
算
事
業
と
し

て
自
分
の
力
で
補
っ
て
い
く
こ
と

が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

下
水
道
に
つ
い
て
も
、
流
域
関
連

５
市
で
値
上
げ
等
の
検
討
が
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

議
員
ぶ
ぎ
ん
通
り
商
店
会
と
蕨

西
口
み
ゆ
き
商
店
会
は
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
で
施
工
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
安
全
性
の
確
保
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
か
。

都
市
整
備
部
長
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

キ
ン
グ
舗
装
は
経
年
的
な
変
化
に

よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
の
ず
れ
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
、
適
宜
部
分
的
な

補
修
も
含
め
対
応
し
て
い
る
。

議
員
対
処
療
法
だ
け
で
な
く
、

現
況
を
把
握
し
、
全
体
を
見
直
す

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

動
向
等
を
踏
ま
え
て
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

議
員
日
常
生
活
用
具
の
給
付
に

つ
い
て
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
特

性
に
配
慮
し
て
、
電
磁
調
理
器
等

を
対
象
と
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員
香
害
と
は
、
化
学
物
質
過

敏
症
の
一
つ
で
、
香
料
に
含
ま
れ

る
化
学
物
質
に
触
れ
た
り
吸
い
込

ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
頭
痛
や
吐

き
気
等
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ

り
、
症
状
に
苦
し
ん
で
い
る
方
が

多
く
い
る
。
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
ほ
し

い
が
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長
健
康
ま
つ
り
等
、

イ
ベ
ン
ト
で
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲

議
員
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
脳

梗
塞
等
や
事
故
に
よ
り
起
こ
り
得

る
も
の
で
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
あ
る
。
令
和
５
年
９
月
定
例
会

の
一
般
質
問
で
問
題
提
起
し
た
後

に
前
進
し
て
い
る
取
り
組
み
等
は

ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
周
知
・
啓
発
を
行
っ
た
。
ま
た
、

地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
中
心
に
、

支
援
機
関
の
関
係
づ
く
り
や
情
報

共
有
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
地
域
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

議
員
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
等
の
更
新
時
期
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

お
知
ら
せ
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
通
知
の
機
能

を
追
加
す
る
こ

と
で
、
料
金
の

発
生
や
運
用
面

で
の
調
整
が
必

要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
先
進
事

例
や
近
隣
市
の

示
す
る
等
、
周
知
の
機
会
を
増
や

し
て
い
く
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
い
て
も
、
香
害
や
化
学

物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
周
知
す
る

ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
等
、
理
解
と

配
慮
が
広
が
る
よ
う
、
新
た
な
周

知
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
予
防

と
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
学
校
等
、

教
育
の
現
場
に
お
い
て
も
、
引
き

続
き
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

議
員
本
計
画
（
素
案
）
で
は
、

暴
力
の
定
義
の
記
述
が
な
い
。
明

記
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
目
標
を
「
Ｄ
Ｖ
被

害
者
・
困
難
女
性
等
へ
の
暴
力
根

絶
」
と
「
安
心
し
、
自
立
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。
こ
れ
ら
の
提
案

を
前
向
き
に
捉
え
、
改
善
し
て
ほ

し
い
が
、
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
い
た
だ
い
た
各

種
提
言
に
つ
い
て
は
、
極
力
ご
意

向
に
添
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

議
員
県
水
の
値
上
げ
に
伴
い
、

ま
た
、
昨
今
の
物
価
高
騰
の
面
か

ら
も
、
水
道
料
金
の
適
正
な
価
格

の
検
討
を
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

今
回
の
水
道
料
金
値
上
げ
の
考
え

方
は
ど
の
よ
う
か
。

水
道
部
長
水
道
事
業
の
継
続
的

な
運
営
を
担
保
し
つ
つ
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。

議
員
上
下
水
道
審
議
会
で
検
討

し
、
答
申
が
な
さ
れ
た
が
、
上
程

さ
れ
た
改
定
案
と
の
乖
離
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
か
。

水
道
部
長
水
道
料
金
改
定
率
は
、

答
申
で
は
38
・
88
％
、
改
定
案
で

は
９
・
59
％
と
な
っ
て
い
る
。
物

価
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活
や
企
業

活
動
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
判
断

し
た
も
の
で
あ
る
。

議
員
資
産
維
持
費
は
、
既
存
の

設
備
更
新
等
に
充
て
る
自
己
資
金

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
適
正
額
は

将
来
に
お
け
る
設
備
投
資
の
自
己

資
金
割
合
の
30
％
か
ら
50
％
が
望

ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
資
産

維
持
費
が
減
少
す
れ
ば
、
投
資
が

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

水
道
部
長
改
定
案
は
、
令
和
８

年
か
ら
10
年
ま
で
の
算
定
期
間
に

お
い
て
行
う
べ
き
維
持
管
理
や
更

新
等
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
そ
の

上
で
資
金
残
高
も
確
保
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

議
員
市
長
の
見
解
は
。

市
長
黒
字
経
営
を
し
な
が
ら
、

設
備
投
資
し
、
資
金
残
高
も
維
持

し
た
上
で
、
３
年
後
に
在
り
方
を

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
水
道

料
金
の
改
定
案
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
物
価
高
騰
の
中
で
、

安
定
経
営
を
し
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
に
は
一
定
の
ご
負
担
を
お
願

い
す
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い

道
路
補
修
工
事
に
つ
い
て

次期水道ビジョンで建替え工事計画が
実施される予定の中央浄水場

議会後に本市で香害・化学物質
過敏症対応の取り組みがスタート

宮
　
下
　
奈
　
美
　
議
員
（
無
所
属
）

みやした　なみ

高
次
脳
機
能
障
害
に

つ
い
て

録画配信

前
　
川
　
や
す
え
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

まえかわ　やすえ

適
正
な

水
道
料
金
算
出
を

録画配信

香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症

理
解
を
深
め
周
囲
の
方
へ
配
慮
を

Ｄ
Ｖ
対
策
及
び
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
支
援
基
本
計
画（
素
案
）に
つ
い
て

柔軟剤などの香りで頭痛や吐き気がするという相談があります。
自分にとって快適な香りでも、困っている人もいることをご理解ください。

知って
くだ
さい
!!

困っている人もいます

香りの感じ方には個人差があります。

香り付き製品の使用に当たっては、周囲の方にもご配慮下さい。
なお、使用される場合は、使用量の目安なども参考に。
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議
員
物
価
高
騰
に
よ
り
学

校
給
食
の
食
材
確
保
に
つ
い

て
も
苦
労
し
て
い
る
と
聞
く
。

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て

い
る
か
。

教
育
部
長
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
特
定
の
肉
や
野
菜
等

を
、
比
較
的
安
価
で
手
に
入

る
別
の
食
材
に
変
更
す
る
な

ど
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

急
激
な
価
格
変
動
が
少
な
い

冷
凍
野
菜
の
使
用
の
検
討
や
、

安
価
で
た
ん
ぱ
く
質
が
摂
れ
る
鶏

肉
に
切
り
替
え
る
な
ど
し
た
。

議
員
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
市
は
国
の
動
向
を
見

る
と
い
う
姿
勢
だ
が
、
一
方
で
、

給
食
費
を
値
上
げ
せ
ず
に
物
価
高

騰
分
を
補
助
し
て
い
る
。
補
助
額

は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
部
長
今
年
度
は
小
・
中
学

校
と
も
に
、
１
食
当
た
り
35
円
を

補
助
し
て
い
る
。

議
員
そ
の
額
で
は
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
は
無

償
化
を
望
む
声
の
ほ
か
、「
給
食

費
を
値
上
げ
し
て
も
構
わ
な
い
の

で
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
を
食
べ

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
あ

る
。
１
食
当
た
り
の
補
助
額
を
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
金
額
に
つ
い
て
は
野
放
図

に
と
は
い
か
な
い
が
、
必
要
な
栄

養
の
あ
る
給
食
を
提
供
す
る
前
提

で
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
南
公
民
館
に
設
置
さ
れ
て

い
る
、
市
内
で
活
動
す
る
点
字
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
使
用
す
る
点

字
印
刷
機
が
老
朽
化
に
よ
り
活
動

に
支
障
が
出
て
い
る
。
新
た
に
購

入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

る
が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
現
在
の
機
器
の

不
具
合
に
つ
い
て
は
相
談
を
受
け

て
い
る
。
視
覚
障
が
い
者
の
支
援

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員
新
年
度
予
算
に
て
購
入
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

市
長
点
字
サ
ー
ク
ル
「
あ
じ
さ

い
」
さ
ん
に
は
通
常
の
視
覚
障
が

い
の
方
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
案
内
の
点
訳
を
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担

い
、
市
か
ら
通
知
す
る
封
筒
に
も

点
訳
を
つ
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も

お
力
添
え
い
た
だ
い
て
い
る
。
大

切
に
使
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
が
、

老
朽
化
し
て
い
る
と
い
う
話
は
私

も
聞
い
た
。
視
覚
障
が
い
の
方
へ

の
支
援
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

と
い
う
点
で
も
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
る
の
で
、
新
年
度
に
新
し
い

も
の
が
購
入
で
き
る
よ
う
予
算
編

成
し
、
こ
の
活
動
が
さ
ら
に
充
実

す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ほ
か
に
「
市
内
に
貼
ら
れ
た
違

法
チ
ラ
シ
」「
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨

て
」
等
に
つ
い
て
質
問
。

議
員
新
図
書
館
で
は
ど
の
よ
う

な
工
夫
が
な
さ
れ
る
の
か
。

教
育
部
長
家
で
も
、
学
校
や
職

場
で
も
な
い
、第
３
の
居
場
所「
サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
と
し
て
、
み
ん

な
が
思
い
思
い
の
時
を
過
ご
す

「
お
気
に
入
り
の
場
所
」
と
な
る

よ
う
な
空
間
づ
く
り
を
工
夫
し
て

い
く
。

議
員
中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
期
待
す
る
。
ま
た
、
自
転

車
で
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
駐
輪
場
の
整
備
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
中
高
生
の
居
場
所
と

な
る
よ
う
な
空
間
を
つ
く
り
、
グ

ル
ー
プ
学
習
室
を
設
け
る
。

市
長
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
や

す
い
施
設
に
し
て
い
く
た
め
に
駐

輪
場
は
大
切
な
課
題
だ
と
考
え
る
。

誰
で
も
使
い
や
す
い
駐
輪
場
の
整

備
に
向
け
て
、
再
開
発
組
合
と
協

議
し
て
い
く
。

議
員
南
公
民
館
へ
の
分
館
設
置

の
場
所
や
規
模
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
か
。

教
育
部
長
南
公
民
館
２
階
の
ラ

ウ
ン
ジ
に
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
、
約
半
分
を
分
館
と
し
て
書

架
や
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
等
を
設
置

す
る
計
画
。
他
の
分
館
と
同
程
度

の
所
蔵
数
と
な
る
よ
う
整
備
す
る

予
定
。
返
却
ポ
ス
ト
を
館
出
入
口

の
外
に
設
置
。
予
約
図
書
は
１
階

の
事
務
室
で
受
け
取
れ
る
よ
う
、

令
和
９
年
度
中
に
供
用
開
始
で
き

る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

議
員
小
・
中
学
校
で
被
爆
者
の

生
の
声
（
語
り
部
）
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

教
育
部
長
今
年
度
は
、
東
小
学

校
、
中
央
小
学
校
、
第
二
中
学
校

に
お
い
て
、
被
団
協
の
会
の
方
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招

き
話
を
伺
う
学
習
を
予
定
。
南
小

学
校
や
塚
越
小
学
校
に
お
い
て
は
、

埼
玉
県
の
出
前
講
座
を
利
用
し
て
、

講
師
を
招
き
戦
争
時
の
生
活
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
る
。
西
小
学
校

や
第
一
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
戦

争
に
つ
い
て
の
映
像
資
料
を
活
用

し
た
学
習
を
計
画
。
被
爆
体
験
や

戦
争
体
験
を
直
接
聞
く
機
会
は
大

変
有
意
義
な
も
の
と
考
え
る
。
埼

玉
県
の
出
前
講
座
や
映
像
資
料
な

ど
も
活
用
し
な
が
ら
平
和
学
習
が

効
果
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
す
る
。

議
員
子
育
て
短
期
支
援
事
業
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
や

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
令
和
８
年
４
月

か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、
乳
児
院

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、
母
子
生

活
支
援
施
設
と
委
託
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
い
る
。

ほ
か
に
「
緑
川
で
の
特
定
外
来

植
物
の
駆
除
」
に
つ
い
て
質
問
。

平
和
行
政
の
推
進
を

「
子
育
て
す
る
な
ら
わ
ら
び
」

保
育
行
政
の
推
進
を

古
く
な
っ
た
点
字
印
刷

機
の
更
新
を

榎
　
本
　
和
　
孝
　
議
員
（
無
所
属
）

えのもと　かずたか

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り

と
し
た
給
食
を

録画配信

集会室集会室

新聞 ・雑誌ラウンジ新聞 ・雑誌ラウンジ 閲覧 ・学習エリア閲覧 ・学習エリア 読書室読書室

予約本コーナー予約本コーナー 総合カウンター総合カウンター 郷土資料 ・参考図書郷土資料 ・参考図書行政センター 一般開架

子どもエリア YA エリア、 グループ学習室

山
　
脇
　
紀
　
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

やまわき　のりこ

居
心
地
の
良
い
新
図
書
館
の

整
備
を
め
ざ
し
て

録画配信

　新図書館のレイアウト図（案）
※配置等変更になる可能性あり

栄養のバランスのとれたおいしい給食の
提供を行う学校給食センター
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見
込
ま
れ
る
中
で
、
治
す
医
療
か

ら
「
治
し
支
え
る
医
療
」
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
、
例
え
ば
総
合

診
療
医
の
育
成
等
、
地
域
に
お
い

て
必
要
な「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」

を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
と

し
て
整
備
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
当
院
は
、
こ
れ
ま
で
も
患
者

の
医
学
管
理
と
重
症
化
予
防
、
地

域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
、
診

療
時
間
外
の
対
応
、
更
に
在
宅
医

療
支
援
や
介
護
等
と
の
連
携
等
、

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
有
し
た
医

療
機
関
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
役
割

を
更
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
各
学

校
で
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
新
設
や

拡
充
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
、
学
校
と
と
も
に
警
察
等
へ

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

議
員
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚

起
を
目
的
と
し
た
看
板
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長
安
全
安
心
課
と
綿
密
に

調
整
を
図
り
、
必
要
箇
所
へ
の
看

板
等
の
設
置
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

議
員
令
和
７
年
６
月
、
市
長
は

上
下
水
道
審
議
会
に
水
道
料
金
と

議
員
こ
ど
も
計
画
策
定
時
に
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
訴
え
る
子
ど
も
の
声
が
多

く
聞
こ
え
、
対
応
を
お
願
い
し
て

き
た
。
困
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒

を
把
握
す
る
た
め
、
記
名
式
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

対
象
人
数
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
市
内
小
・
中
学

校
に
在
籍
す
る
小
学
４
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
を
対
象
に
実
施
し
、

人
数
は
約
３
０
０
０
人
と
な
る
。

議
員
３
０
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
１
人
ず
つ
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
と
い
う
、
地
道
だ
が
大

切
な
取
り
組
み
に
踏
み
出
し
て
い

た
だ
い
た
。「
蕨
に
生
ま
れ
て
よ
か

っ
た
」
と
い
う
子
ど
も
が
増
え
る

よ
う
、
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

議
員
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報

告
制
度
」
を
受
け
て
、
市
立
病
院

が
担
う
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
。

病
院
事
務
局
長
当
制
度
は
、
複

数
の
慢
性
疾
患
や
医
療
と
介
護
の

複
合
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
高
齢
者
の

増
加
と
、
生
産
性
人
口
の
減
少
が

議
員
15
年
間
、
毎
朝
通
学

路
の
横
断
歩
道
に
立
ち
、
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た

が
、
交
通
マ
ナ
ー
は
悪
化
の

傾
向
に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
守
る
た
め
、
注
意
を
促
す

場
面
で
は
快
く
思
わ
な
い
人

か
ら
、
嫌
な
顔
を
さ
れ
た
り
、

感
情
的
な
言
葉
を
返
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
大
き

な
重
機
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク

等
が
子
ど
も
た
ち
の
脇
を
通
り
抜

け
て
行
く
こ
と
が
あ
り
、
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
私
が
立
つ
横

断
歩
道
は
、
中
央
東
小
学
校
に
通

う
児
童
の
約
８
割
が
通
る
こ
と
か

ら
、
学
校
ま
で
の
道
を
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。
中
央
東
小
学
校
周
辺
の
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
指
定
に
つ
い
て
、

本
市
の
見
解
は
。

教
育
長
中
央
東
小
学
校
か
ら
は
、

直
ち
に
大
き
な
危
険
を
感
じ
る
状

況
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
見
守

り
活
動
及
び
児
童
へ
の
交
通
安
全

指
導
や
保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
を

継
続
し
た
い
旨
の
意
向
が
示
さ
れ

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
今
後
の
資
金
繰
り
の
見
通

し
は
ど
の
よ
う
か
。

病
院
事
務
局
長
こ
れ
以
上
の
現

金
の
減
少
は
経
営
に
影
響
が
出
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
等
に
よ
る
措
置
が
必
要

に
な
る
。

議
員
税
金
を
使
い
市
立
病
院
を

維
持
し
て
い
く
中
で
、
経
営
改
善

に
加
え
て
、全
市
民
に
医
療
機
能・

健
康
増
進
面
で
寄
与
し
て
い
く
こ

と
も
大
事
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年

度
、
市
立
病
院
は
年
間
の
医
業
収

益
が
約
25
億
円
あ
り
、
設
備
投
資

や
ソ
フ
ト
面
・
人
員
面
で
の
投
資

も
大
事
で
あ
る
。
本
市
に
と
っ
て

大
事
な
局
面
で
あ
り
、
議
員
と
し

て
全
て
の
選
択
肢
を
持
っ
て
こ
の

問
題
に
当
た
っ
て
い
る
。
新
病
院

の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
も
含
め
、

正
確
な
裏
づ
け
に
基
づ
く
経
営
改

善
プ
ラ
ン
を
３
月
議
会
を
目
標
に

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ほ
か
に
「
困
窮
す
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
後
の
支
援
方
法
」「
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
」
等
に

つ
い
て
質
問
。

水
道
利
用
分
担
金
の
設
定
に
つ
い

て
諮
問
さ
れ
た
が
、
下
水
道
使
用

料
の
設
定
を
含
め
な
か
っ
た
理
由

は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
昨
年
１
月
の
能
登
半
島
地

震
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
「
管
路

耐
震
化
基
本
計
画
」
及
び
「
ポ
ン

プ
場
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基

本
計
画
」
を
策
定
し
、
来
年
度
、

改
修
を
予
定
し
て
お
り
、
経
費
に

つ
い
て
徐
々
に
見
通
し
が
立
つ
中
、

使
用
料
で
賄
っ
て
い
く
必
要
が
出

て
き
て
い
る
。
今
後
、
審
議
会
に

諮
問
す
る
以
上
は
、
使
用
料
の
改

定
を
提
示
し
た
上
で
、
様
々
な
角

度
か
ら
審
議
し
て
い
た
だ
く
材
料

を
し
っ
か
り
提
供
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員
数
年
後
に
下
水
道
使
用
料

の
値
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

は
明
確
で
あ
り
、
将
来
の
市
民
負

担
を
見
通
す
た
め
に
も
、
長
期
的

な
視
点
で
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

ほ
か
に
「
あ
い
う
べ
体
操
の
取

り
組
み
と
周
知
」「
ク
ー
ル
ビ
ズ

後
の
男
性
の
み
ネ
ク
タ
イ
の
着
用

義
務
」
に
つ
い
て
質
問
。

子どもたちの安全を

小
　
林
　
利
　
規
　
議
員
（
新
翔
会
）

こばやし　りき

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

録画配信

全
て
の
市
民
が
期
待
で
き
る

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
示
を

金
　
丸
　
け
ん
じ
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

かなまる　けんじ

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
。
心
の
通
う
支
援
を

録画配信

市立病院に必要な３本柱
•利便性も重要•

①医療機能　②健康増進　③経営改善
蕨市立病院

下
水
道
使
用
料
の
見
直
し

に
つ
い
て
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今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、

12
月
定
例
会
で
の
一
般
質
問

を
中
心
に
、市
民
の
皆
様
の
生

活
に
直
結
す
る
様
々
な
課
題

へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。議
員
一
人
ひ
と

り
が
将
来
を
見
据
え
た
視
点

か
ら
、本
市
の
課
題
解
決
に
向

け
て
質
疑
を
行
う
様
子
や
、市

政
の
論
点
が
形
作
ら
れ
る
過

程
に
つ
い
て
、皆
様
に
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
で
き
て
い
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

３
月
は
、令
和
７
年
度
の
締

め
く
く
り
で
あ
る
と
同
時
に
、

新
た
な
始
ま
り
に
向
け
た
準

備
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。市

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、一

般
質
問
で
交
わ
さ
れ
た
活
発

な
議
論
を
、来
年
度
の
確
か
な

歩
み
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
要
望
を
真
摯
に
受
け
止

め
、よ
り
開
か
れ
た
議
会
運
営

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、皆

様
の「
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
参

加
の
一
歩
と
し
て
、市
議
会
活

動
へ
の
ご
理
解
を
深
め
る
き

っ
か
け
と
な
れ
ば
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　
岡
田
み
き
お

副
委
員
長　
金
丸
け
ん
じ

委
員　
　
　
宮
下　
奈
美

鈴
木
慎
乃
助

庄
野　
航
二

矢
嶋　
聡
子

榎
本　
和
孝

鈴
木　
　
智

大
石　
圭
子

古
川　
　
歩

３月定例会の日程（予定）
２月17日（火）　開　　会
　　25日（水）　代表質問
　　26日（木）　代表質問・議案質疑
　　27日（金）　議案質疑・委員会
３月２日（月）　委員会・分科会
　　３日（火）　委員会・分科会
　　４日（水）　委員会・分科会
　　12日（木）　一般質問
　　16日（月）　一般質問
　　17日（火）　一般質問
　　18日（水）　委 員 会
　　23日（月）　閉　　会
※�議会の都合により日程は変更になる場合があります。

広報広聴委員会を開催しました

12月12日「３月発行号の概要について」
２月９日「３月発行号の最終確認について」

　パソコンやスマートフォンなどで、議
会の会議録（本会議会議録、委員会記録）
をご覧いただくことができます。

市議会ホームページから会議録の閲覧・検索ができます

会議録の閲覧方法
①をクリックすると、会議の種類と開催
年を指定することができ、閲覧したい会
議録をお選びいただけます。

会議録の検索方法
②をクリックすると、検索語や発言者の
種別など、条件を絞り込んで検索するこ
とができます。

❶
❷

市議会ホームページ

YouTube にて動画を配信中！

　こちらの二次元コードを読み
込むと、議会報告会の録画配信
や、議会ツアーの動画を視聴す
ることができます。

令和７年度

第10回 蕨市議会報告会
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